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◇
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当

の
額
並
び
に
住
居
手
当
に
係
る
控
除
額
及
び
限
度
額
を

定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
六
九

号
）（
外
務
省
）

１

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
に
支
給
す
る
在

勤
基
本
手
当
の
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第

一
関
係
）

２

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
に
支
給
す
る
住

居
手
当
の
控
除
額
及
び
限
度
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し

た
。（
別
表
第
二
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
施
行
令
及
び
行
政
手
続
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
七
〇
号
）（
総

務
省
）

１

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

二
年
法
律
第
一
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
政
令
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
本
則
関

係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
理
に
関
す

る
政
令
（
政
令
第
七
一
号
）（
総
務
省
）

１

市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
二
年
法
律
第
一
〇
号
）
の
施

行
に
伴
い
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
（
平
成
一
七
年
政
令
第
五
五
号
）
そ
の
他
の
関

係
政
令
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
予
算
決
算
及
び
会
計
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政

令
第
七
二
号
）（
財
務
省
）

１

財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
公

債
の
発
行
及
び
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

の
特
例
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
一
年
法
律
第
一
七
号
）

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
二
年
四
月
一
日

以
後
発
行
さ
れ
る
公
債
に
係
る
収
入
に
つ
い
て
は
、
日

本
銀
行
に
お
い
て
平
成
二
一
年
度
所
属
の
歳
入
金
と
し

て
平
成
二
二
年
六
月
三
〇
日
ま
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
一
〇
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
関
税
法
及
び
関
税
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

（
政
令
第
七
三
号
）（
財
務
省
）

１

関
税
法
及
び
関
税
暫
定
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、次
に
よ
り
関
係
政
令
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

^

保
税
蔵
置
場
の
許
可
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
必

要
が
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
手
続
及
び
認
定
通
関
業

者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
旨
の

届
出
手
続
を
定
め
る
。（
関
税
法
施
行
令
第
四
三
条
の

二
及
び
第
六
九
条
の
二
関
係
）

_

関
税
割
当
制
度
の
適
用
を
受
け
る
物
品
に
つ
き
平

成
二
二
年
度
又
は
同
年
度
上
期
の
関
税
割
当
数
量
を

定
め
る
。（
関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
別
表
関

係
）

２

特
恵
関
税
制
度
に
つ
い
て
、
特
恵
関
税
の
便
益
を
与

え
な
い
物
品
と
し
て
中
国
を
原
産
地
と
す
る
ソ
ー
ダ
灰

等
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
関
税
暫
定
措
置
法
施
行

令
第
二
五
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
七
四
号
）（
防
衛
省
）

１

特
地
勤
務
手
当
の
支
給
さ
れ
る
官
署
の
級
別
区
分
の

見
直
し
に
伴
い
、
技
術
研
究
本
部
下
北
試
験
場
そ
の
他

の
防
衛
大
臣
が
定
め
る
官
署
に
在
勤
す
る
職
員
の
特
地

勤
務
手
当
（
こ
れ
に
準
ず
る
手
当
を
含
む
。）の
月
額
に

つ
い
て
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
原
始
附
則

第
六
項
〜
附
則
第
八
項
関
係
）

２

特
地
勤
務
手
当
等
の
支
給
対
象
と
な
る
官
署
及
び
級

別
区
分
を
改
め
る
こ
と
等
と
し
た
。（
別
表
第
六
関
係
）

３

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

４

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

す
る
法
律
施
行
令
（
政
令
第
七
五
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に

関
す
る
法
律（
平
成
二
二
年
法
律
第
一
九
号
。以
下「
法
」

と
い
う
。）第
一
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
公
務
員

及
び
地
方
公
務
員
の
範
囲
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
条
関
係
）

２

法
第
一
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
が
市
町
村

（
特
別
区
を
含
む
。）に
交
付
す
る
交
付
金
は
、
法
第
七

条
第
四
項
に
規
定
す
る
支
払
期
月
の
前
月
に
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
支
払
期
月
の
分
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
市
町
村
に
交
付
す
る
事
務
費
に
関

す
る
政
令
（
政
令
第
七
七
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

平
成
二
二
年
度
に
お
い
て
政
府
が
市
町
村
（
特
別
区

を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
交
付
す
る
交
付
金（
以
下「
子

ど
も
手
当
事
務
費
交
付
金
」
と
い
う
。）の
総
額
は
、
子

ど
も
手
当
の
事
務
の
処
理
に
要
す
る
子
ど
も
手
当
受
給

者
一
人
当
た
り
の
費
用
の
額
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が

二
、
九
八
九
円
を
基
準
と
し
て
定
め
る
額
に
、
同
年
度

の
四
月
か
ら
二
月
ま
で
の
各
月
末
に
お
け
る
子
ど
も
手

当
受
給
者
（
法
第
二
一
条
に
規
定
す
る
児
童
手
当
等
受

給
資
格
者
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）の
数
の
合
計
数
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
数
を
一
一
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

各
市
町
村
に
対
し
て
交
付
す
べ
き
子
ど
も
手
当
事
務

費
交
付
金
の
額
は
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
子
ど
も
手

当
の
支
払
件
数
等
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
二
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
国
の
直
轄
事
業
に
係
る
都
道
府
県
等
の
維
持
管
理
負
担

金
の
廃
止
等
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

（
政
令
第
七
八
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

国
の
直
轄
事
業
に
係
る
都
道
府
県
等
の
維
持
管
理
負

担
金
の
廃
止
等
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
砂
防
法
施
行
規
程
そ
の
他
の
関

係
政
令
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と

し
た
。（
第
一
条
、
第
二
条
、
第
四
条
、
第
七
条
、
第
九

条
及
び
第
一
二
条
関
係
）

２

国
が
管
理
す
る
道
路
、
河
川
等
の
維
持
等
に
要
す
る

費
用
に
係
る
都
道
府
県
等
の
負
担
金
を
廃
止
す
る
た

め
、
道
路
法
施
行
令
そ
の
他
の
関
係
政
令
に
つ
い
て
所

要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
、
第

六
条
、
第
九
条
、
第
一
二
条
及
び
第
一
三
条
関
係
）

３

国
の
直
轄
事
業
に
係
る
都
道
府
県
等
の
負
担
金
の
業

務
取
扱
費
及
び
国
庫
補
助
負
担
金
の
事
務
費
を
廃
止
す

る
た
め
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担

法
施
行
令
そ
の
他
の
関
係
政
令
に
つ
い
て
所
要
の
規
定

の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
、
第
五
条
、
第

八
条
、
第
一
〇
条
、
第
一
一
条
及
び
第
一
三
条
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
国
土
審
議
会
令
及
び
国
土
調
査
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
（
政
令
第
七
九
号
）（
国
土
交
通
省
）

一

国
土
審
議
会
令
の
一
部
改
正
関
係

国
土
調
査
事
業
十
箇
年
計
画
の
平
成
二
二
年
度
以
降

の
案
の
作
成
及
び
変
更
に
係
る
国
土
審
議
会
の
所
掌
事

務
は
、
土
地
政
策
分
科
会
が
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
二
条
関
係
）

二

国
土
調
査
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

国
土
調
査
促
進
特
別
措
置
法
及
び
国
土
調
査
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の

整
備
を
行
う
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四

条
の
七
、
第
一
四
条
、別
表
第
一
及
び
別
表
第
六
関
係
）

三

附
則
関
係

こ
の
政
令
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
二
二
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
児
童
手
当
法
及
び
平
成
二

十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法

律
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
児
童
手

当
法
に
基
づ
き
一
般
事
業
主
か
ら
徴
収
す
る
拠
出
金
に

係
る
拠
出
金
率
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
七
六
号
）（
厚

生
労
働
省
）

１

平
成
二
二
年
度
に
お
け
る
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
六

年
法
律
第
七
三
号
）
第
二
一
条
第
一
項
の
拠
出
金
率
、

同
法
附
則
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
一
条
第
一
項
の
拠
出
金
率
及
び
平
成
二
十
二
年
度
に

お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

二
年
法
律
第
一
九
号
）
第
二
〇
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
適
用
す
る
児
童
手
当
法
第
二
一
条
第
一
項
の
拠
出
金

率
は
、合
わ
せ
て
千
分
の
一
・
三
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
本
則
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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